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大
統
領
が

紡
ぐ

物
語
は
、

や
が
て

国
民
全
員
の

物
語
に
な
る
。
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西川秀和（にしかわ ひでかず）：1977年生まれ。早稲
田大学社会科学研究科博士課程退学。早稲田大学社会
科学部助手を経て、現在、大阪大学外国語学部非常勤講師
。専門はアメリカ大統領の演説分析。近著「オバマ、勝つ話
術、勝てる駆け引き」（池本克之氏との共著、講談社）では、オ
バマがなぜすごいのかを分析、エッセンスを紹介している。

今
年
、
一
月
二
十
日
の
就
任
式
で
、

リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
が

使
用
し
た
聖
書
に
手
を
あ
て
、
宣
誓
を
し
た

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
44
代
大
統
領
、

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
。

彼
の
過
去
の
ス
ピ
ー
チ
を
集
め
た
本
は
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

人
々
の
心
を
と
ら
え
た
。

彼
の
言
葉
と
語
り
の
力
に
つ
い
て
、

大
統
領
演
説
の
専
門
家
、

西
川
秀
和
氏
が
語
る
。
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オバマ大統領が先天的に優れているのは「常に

心の中で、自分自身は一体どういう存在なのか問

いかける」作業ができていることです。彼のルー

ツは、インドネシア、ケニア、アメリカと多様で

すから、心の中で自分の存在を常に探求している。

若い頃には、ケニアにルーツをたどりにいって

います。それは、自分を発見するという、まさに

自分史づくりであり、自分の哲学を明らかにす

ること。そして、自己を問い直すという作業を

若いころからしているからこそ、他人に対しても、

その心は何を考えているのかが分かるんです。

就
任
演
説
や
就
任
式
は
、
極
端
に
言
え
ば
一
切
し

な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。
慣
習
上
や
っ
て
る
だ
け

で
、
憲
法
上
は
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の

は
宣
誓
式
の
み
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
就
任
演
説

を
や
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
に
再
び
生
命

を
与
え
る
た
め
で
、
あ
る
意
味
、
宗
教
儀
式
な
ん

で
す
。
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
は
、
確
か
に
多
様
で

す
が
、
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
ば

ら
ば
ら
。
例
え
ば
、
中
部
は
白
人
ば
か
り
で
、
逆

に
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
集
中
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
頃
ば
ら
ば
ら
な
国
が
、
就

任
式
と
い
う
装
置
を
通
じ
て
、
皆
一
つ
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
再
統
合
と
い
う
仕
組
み
を
、
就
任

式
で
何
回
も
や
っ
て
る
ん
で
す
。
日
本
に
は
な
い

仕
組
み
で
す
が
、
優
れ
た
装
置
だ
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
を
気
持
ち
よ
く
い
っ
た
ん
リ
セ
ッ
ト
し

て
、
ま
た
新
し
く
自
分
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
国
民
な

ん
だ
と
い
う
気
持
ち
を
持
た
せ
る
わ
け
で
す
か
ら
。

自
分
を

問
い
直
す
力

従
来
、
彼
の
話
術
、
つ
ま
り
「
話
す
」
部
分
に
注
目
が
い
っ
て
い
ま
す

が
、
本
当
は
「
聞
く
力
」
が
非
常
に
大
き
い
。
話
す
能
力
は
、
ス
キ
ル

の
部
分
が
大
き
く
、
後
天
的
に
身
に
つ
け
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
聞

く
力
は
経
験
が
な
い
と
だ
め
で
す
。
彼
は
、
若
い
頃
、
地
域
を
改
善
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
や
っ
て
い
て
、そ
こ
で
「
聞

く
力
」
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
家
庭
で
話
を
聞
き
、
彼

ら
が
共
通
し
て
思
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
だ
す
力
が
あ
っ
て
、
そ
れ

を
全
部
一
旦
自
分
に
た
め
て
し
ま
え
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
多
く
の
人
々

が
共
有
で
き
る
言
葉
に
変
え
て
、皆
に
訴
え
か
け
る
。
そ
も
そ
も
人
々

に
と
っ
て
は
、
自
分
の
言
葉
に
近
い
わ
け
で
す
か
ら
、
響
く
ん
で
す
。

人は、心の中にモヤモヤした気づ

かない部分をもっています。「僕

らのアメリカはどういう状況に

あるんだろう」、「今後どうなっ

ていくんだろう」といった、モ

ヤモヤしたものに対して何か答

えがほしいんです。それを聞き

出して、しっかりと翻訳し、明確

に言語化してあげる。例えばそ

れが「Yes, we can. 我々はでき

るんだ。」だったりするんですが、

それを人々が聞くと、あ、そうか、

その言葉が欲しかったんだ、と

思ってしまう。もう勝ちですよ（笑）。

聞
い
て
、

自
分
に
た
め
る
力

人生の話というのは、自分一人では限界が

あるんです。たくさんから集め、自分で統

合して、教訓として出すのが、彼は上手で

すね。自分の話だけでは本当に小さいで

す か ら。 ア メ リ カ の 有 名 な 言 葉 に Vox 

Populi, Vox Dei. というラテン語があります。

「民の声は神の声」です。「一般民衆の声は、

神の声として大統領となるべき人におり

てくる」と。ちょっとあやしいけれど（笑）、

そういう考え方なんです。一般大衆の声を

大統領が代弁する。言葉を預かる予言者な

んですね。だからこそ、就任式にあれだけ

集まってくるんです。正に「巡礼」ですよ。

言葉を
預かる
予言者
としての力

国
に

命
を

吹
き
込
む
力

就
任
演
説
や
就
任
式
は
、
極
端
に
言
え
ば
一
切
し
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。

慣
習
上
や
っ
て
る
だ
け
で
、
憲
法
上
は
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の

は
宣
誓
式
の
み
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
就
任
演
説
を
や
る
の
は
、
ア
メ
リ

カ
と
い
う
国
に
再
び
生
命
を
与
え
る
た
め
で
、
あ
る
意
味
、
宗
教
儀
式
な
ん

で
す
。
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
は
、
確
か
に
多
様
で
す
が
、
混
ざ
り
合
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
て
、
ば
ら
ば
ら
。
例
え
ば
、
中
部
は
白
人
ば
か
り
で
、
逆
に

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
頃

ば
ら
ば
ら
な
国
が
、
就
任
式
と
い
う
装
置
を
通
じ
て
、
皆
一
つ
に
な
る
。
ア

メ
リ
カ
は
、
再
統
合
と
い
う
仕
組
み
を
、
就
任
式
で
何
回
も
や
っ
て
る
ん
で

す
。
日
本
に
は
な
い
仕
組
み
で
す
が
、
優
れ
た
装
置
だ
と
思
い
ま
す
。
マ

イ
ン
ド
を
気
持
ち
よ
く
い
っ
た
ん
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
ま
た
新
し
く
自
分
た

ち
は
ア
メ
リ
カ
国
民
な
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
を
持
た
せ
る
わ
け
で
す
か
ら
。

個
人
の

物
語
に
す
る
力

翻
訳
す
る
力


